
 2016年度 震災復興支援センター 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎高等教育機関として大学が追及すべき目
的（建学の精神，教育理念，使命）を踏ま
えて，当該付属機関・委員会の理念・目的
を設定していること。
【約５００字】

　明治大学震災復興支援センターは，東日本大震災の被災地を大学
として組織的に支援するために2011年５月１日に学長室のもとに設
置された。支援の対象は，政令により激甚災害に指定された災害の
うち，本大学が指定する震災における被災地及び被災者としてい
る。その活動の目的は，被災地の教育機関，地方公共団体，産業界
及び地域住民等からの幅広い要請に応え，本大学の社会的責務を果
たすと同時に，震災復興支援に関わる人材の育成，教育研究の推進
を図ることとしている。
　これらの本センター設置趣旨および目的は，明治大学震災復興支
援センター規程第１条および第２条に明記されている。
　2016年４月に教学企画事務室から社会連携事務室に事務機能が移
管されたことに伴い，より地域と密着し，被災地の幅広い要請に対
応できるよう意見聴取の仕組みを設けたほか，記憶の風化を防ぎ，
学生の主体的な震災復興支援ボランティアを支援できるよう，事業
の積極的な見直しを行った。

（２）付属機関等の理念・目的が，教職員及び学生に周知され社会に公表しているか
◎公的な刊行物，ホームページ等によっ
て，教職員・学生，受験生を含む社会一般
に対して，当該大学・学部・研究科の理
念・目的を周知・公表していること
【約１５０字】

　上述の目的を広く社会に周知するため，次の手段をとっている。
　
１）本大学のホームページやTwitterの活用
　震災復興支援センターのホームページでは，センター長の挨拶お
よびセンターの概要を紹介しており，いずれのページにも本セン
ターの目的とともに，その目的に即した事業方針が明示されてい
る。また，ボランティア活動に参加した学生から投稿があった活動
報告をホームページに掲載している。掲載後は，本センターの
Twitterとも連動させ，より多くの学生がホームページにアクセスす
るよう工夫している。

　ホームページや
Twitterを活用して，
情報社会に対応した効
果的な周知ができてい
る。

　より多くの学生が被
災地の復興に関心を持
ち，復興支援ボラン
ティアに取り組むよ
う，学生向けの情報発
信には工夫が必要であ
る。

　風化を防ぐための写
真展や，減災への意識
向上をテーマとした
ワークショップを実施
し，本センターの目的
や活動内容を発信す
る。特に新入生に対し
て，本センターが行う
事業への参加を促し，
復興支援活動に関心を
向けさせるとともに，
本センターの活動の目
的を理解してもらう。

　学内関係機関と調整
し，新入生オリエン
テーションや学生生活
案内などの多くの学生
が参加する行事におい
て，本センターの活動
報告書を配布する。特
に，各地区ボランティ
アセンターに協力を仰
いでいく。

２）震災の記憶の風化防止を目的とした行事の実施
　学生・教職員をはじめとして，来場者が被災地の復興を考える機
会として，学内において多様なテーマを取り上げた行事を開催して
いる。これらの情報はホームページで案内しており，学外にも公表
している。
　2016年度は，『映画「福島県新地町の漁師たち」上映会＆対
談』，ホームカミングデーにおける「震災復興支援プロジェク
ト」，「各キャンパスでの熊本地震写真展」，「東日本大震災復興
支援活動報告会」を開催し，これらの行事において本センターの目
的や事業方針，活動内容を来場者に伝えることができた。

　風化防止を目的とし
た行事を開催すること
で，大学関係者のほ
か，学外からも来場が
あり，本センターの目
的や活動内容を広く社
会に周知できている。

　風化防止を目的とし
た行事を引き続き実施
することにより，本セ
ンターの社会的なプレ
ゼンスを高め，外部か
らのホームページアク
セス数を向上させる。
また，活動報告書を毎
年発行し，学内におけ
る本センターの認知度
をより向上させ，他の
学内組織が実施してい
る復興支援活動の情報
の集約・発信を行う。

a

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述
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３）震災復興支援センター活動報告書の発行と配布
　本センターの目的および事業方針を，定期的に発行する活動報告
書に記載している。この活動報告書には，本センターが支援する学
生・教職員の復興支援活動も紹介している。これを各行事の来場者
へ配布することで，本センターの目的と学生・教職員の活動を広く
周知し，記憶の風化防止に努めている。なお，2017年度発行の活動
報告書より，全専任教員の研究室に配布し，学内においてより一層
の認知度向上に努める。

　なお，震災復興支援に関心がない学生への情報発信については，
課題がある。

　活動報告書をホーム
ページに公開したり，
印刷物として本セン
ターの行事で配布する
ことにより，広く目的
を周知できている。ま
た，活動報告書には，
本センターが支援する
学生・教職員の復興支
援活動も紹介してお
り，震災から一定の時
間が経った今日におい
ても，継続した復興支
援活動の様子を伝える
ことで，記憶の風化防
止に努めている。

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当た
り，責任主体・組織，権限，手続きを明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させているか。
【約３００字】

　明治大学震災復興支援センター規程第8条に基づき，本センターの
運営にあたっては，震災復興支援センター運営委員会を設置してい
る。同委員会において，毎年，自己点検・評価を実施しており，そ
の過程で目的についても検証を行っている。この検証の成果とし
て，東日本大震災被災地および被災者のみを支援対象としていたセ
ンター規程を，2016年4月の熊本・大分地震発生に伴い一部改正し，
他の地域でも支援を行うことができるようになった。
　また，目的に即した事業の実施にあたっては，センター長および
副センター長が兼務する社会連携機構スタッフ会で事業計画を策定
し，震災復興支援センター運営委員会でそれを審議している。ま
た，事業実施後は，社会連携機構スタッフ会で成果と課題の検証を
行い，その後，震災復興支援センター運営委員会において委員から
意見を聴取している。これらの意見は，次回以降の事業計画に活か
されている。
　なお，福島県新地町，宮城県気仙沼市，岩手県大船渡市とは，震
災復興支援に関する協定を更新し，これに伴い，前年度中に両者で
事業計画を立てることになった。このことにより，被災地のニーズ
により即した事業を実施できるようになった。

　定期的な検証の成果
として，東日本大震災
被災地および被災者の
みを支援対象としてい
たセンター規程を，
2016年4月の熊本・大
分地震発生に伴い一部
改正し，他の地域でも
支援を行うことができ
るようになった。
　
　事業計画の策定から
検証・改善までを組織
的に行うことができて
いる。

　首都圏に所在する本
大学の学生が，被災地
および首都圏におい
て，主体的に取り組む
復興支援活動を支援し
ていく。
　
　協定締結自治体と
は，前年度中に事業計
画を策定することで，
被災地のニーズにより
即した事業を実施す
る。

a
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基準 ６ 学生支援

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（２）学生への修学支援は適切に行われているか
●方針に沿って，修学支援のための仕組み
や組織体制を整備し，適切に運用している
か。
　○留年者，休退学者の状況把握と対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援（補習・補充教育に関する支
援など）の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

１）震災復興支援ボランティア活動に取り組みやすい環境の整備
　震災復興支援ボランティア活動に取り組む学生の経済的負担を軽
減し，ボランティア活動が継続的に行われるよう，「東日本大震災
復興支援ボランティア活動に伴う一部助成制度」を2012年度から実
施してきた。助成金額は活動地域により異なり，福島県9,000円（同
県新地町10,000円），宮城県10,000円，岩手県12,000円としてい
る。学生がこの助成制度を利用するためには，本センターが定めた
書式により申請が必要であり，その申請内容が震災復興ボランティ
アとして適切な活動であれば，助成金を給付している。2016年度は
延べ352人の学生が本制度を利用してボランティア活動に取り組ん
だ。
　また，安価に宿泊できるゲストハウスなどの施設が少ない福島県
新地町からは，無料で宿泊できる学生の活動拠点として，新地町小
川北原応急仮設住宅３戸の提供を受け，学生の経済的負担に配慮し
たボランティア環境を整備している。
　これらの環境を提供してきた成果の一つとして，学部間共通総合
講座「東日本大震災復興・活性化支援ボランティア」を受講してい
た履修生の一部が，講座終了後も新地町の復興支援活動に関心を持
ち，公認サークル「しんちーむ」を立ち上げ，現地で自主的な復興
支援活動を行っていることがあげられる。
　一方，「東日本大震災復興支援ボランティア活動に伴う一部助
成」の利用実績から，ボランティア活動に取り組む学生が特定の者
に偏っており，実数は減少傾向にあることがわかっている。現在の
在学生は，東日本大震災当時に中学生や小学生だった者も多いこと
に加え，熊本地震については首都圏での被害がなかったことから，
記憶の風化が進み，震災復興ボランティアに関心がない者も多い。

「東日本大震災復興支
援ボランティア活動に
伴う一部助成制度」
や，協定自治体の協力
による活動拠点の整備
により，学生が継続的
にボランティア活動に
取り組みやすい環境を
提供できている。この
成果の一つとして，学
部間共通総合講座「東
日本大震災復興・活性
化支援ボランティア」
を受講していた履修生
の一部が，福島県新地
町の支援を行う公認
サークル「しんちー
む」を立ち上げ，現地
で主体的な復興支援活
動を行っていることが
あげられる。

「東日本大震災復興支
援ボランティア活動に
伴う一部助成制度」の
利用実績から，ボラン
ティア活動に取り組む
学生が特定の者に偏っ
ていることがわかって
いる。記憶の風化防止
に努めるとともに，震
災復興ボランティアに
関心がない者に対し
て，被災地のニーズを
伝え，ボランティア活
動に関心を向ける取り
組みが必要である。
　また，熊本地震につ
いても同様で，首都圏
での被害がなかったこ
とから，記憶の風化が
早く進んでいる。学生
が現地の復興状況に関
心を持ち，主体的にボ
ランティア活動に取り
組むよう支援してい
く。

　ボランティア活動拠
点については，学生の
継続的な活動を支援す
るために，経済的負担
に配慮した環境を整備
していく必要がある。
特に福島県新地町から
提供を受けていた仮設
住宅は，2017年３月31
日をもって同町との契
約期間満了を迎えたた
め，代替の宿泊施設に
ついて調整していく必
要がある。
　また，学生の経済的
支援については，日本
財団学生ボランティア
センターなどの学外機
関と連携した支援を行
う。

　震災復興支援活動の
普及・啓発につながる
活動を引き続き行って
いく。
　また，協定自治体と
の連携により，ボラン
ティア体験ツアーを企
画し，ボランティア未
経験者が交通手段や宿
泊の手配などもなく，
安全にボランティアに
参加できる機会を提供
する。
　熊本地震の被災地支
援については，キャン
パス内で写真展を行
い，現地の復興の様子
を発信していくことで
学生の意識喚起を行う
とともに，熊本県人会
の学生などが現地と連
携して取り組む活動を
支援していく。

　本センターが主催す
る行事に参加した学生
に対して，その後も自
主的なボランティア活
動を行っていくよう促
していく。「しんちー
む」のように有志の学
生が組織をつくり，継
続的なボランティア活
動に取り組むことを支
援していく。

２）ボランティア助成金の制度見直しと学生への周知
　本センター規程の一部改正に伴い，東日本大震災の被災地支援の
みを対象としていた「東日本大震災復興支援ボランティア活動に伴
う一部助成制度」についても制度変更を行い，2017年４月１日より
名称を「震災復興支援ボランティア活動に伴う助成金制度」に改め
て運用している。変更点は次のとおり。

① 震災復興支援ボランティアを課外での教育の機会として，より多
くの学生に体験してもらえるよう助成金の給付上限回数を原則２回
とした。
② 給付対象となる支援地域を熊本地震被災地にも広げた。
③ 活動地域ごとに定めていた助成金金額を，１回のボランティア活
動に係る旅費交通費の半額相当額（上限15,000円）とした。
④ 特に東日本大震災の被災地では，支援のニーズが地域活性化にシ
フトしており，従来の活動報告書式では，震災復興のボランティア
活動とはわからない申請もあったので，申請様式について大きく見
直しを行い，その審査についても組織的に行うよう工夫した。
　この制度の制定にあたっては，学生の窓口を担当する各地区学生
支援事務室およびボランティアセンター担当者からの意見集約の場
を設け，申請要項や各種申請書類に反映させた。
　また，本制度について，本センターのホームページに掲出したこ
とに加え，Oh-o!Meijiで全学の学生に配信することによって，これ
まで震災復興ボランティア活動に関心がなかった学生に対しても情
報が行き届くように周知を行っている。また，新入生に対しては，
各学部等のオリエンテーションなどで，本制度に関するチラシを配
布し，より効果的な周知に努めた。

「震災復興支援ボラン
ティア活動に伴う助成
金制度」の制定にあ
たっては，各地区の学
生支援事務室およびボ
ランティアセンターか
ら意見を集約する機会
を設け，学生の窓口を
担当する立場からの意
見を反映した。
　また，本制度につい
ては，ホームページの
ほか，Oh-o!Meijiを活
用した周知を行い，全
学の学生に対して情報
が行き届くよう工夫し
た。また，記憶の風化
が進んでいる新入生に
対しては，各学部等の
オリエンテーションで
チラシを配布すること
により，効果的な周知
を行うことができた。

「震災復興支援ボラン
ティア活動に伴う助成
金制度」については，
各地区の学生支援事務
室およびボランティア
センターの担当者か
ら，定期的に意見を聴
取する機会を設け，制
度の運用に反映してい
きたい。また，本制度
の周知については，本
センターの主催行事で
積極的に行うととも
に，各地区のボラン
ティアセンターにも協
力を仰いでいく。

a

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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評価 発展計画

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

３）震災の記憶の風化防止と震災復興に関心を向ける取り組み
　学生が被災地の復興を考える場として，学内において多様なテー
マを取り上げた行事を催している。

《映画「福島県新地町の漁師たち」上映会＆対談》
　東日本大震災による津波と原発事故によって，漁業に大きな影響
を受けた漁師たちを2011年６月から３年半の期間にわたり，撮影し
た記録映画を上映。その後，対談を実施し，現地の復興の状況とそ
れに向けた想いなどをテーマとして取り上げた。

《ホームカミングデーにおける「震災復興支援プロジェクト」》
　本大学が取り組んでいる復興支援活動の成果を来場者に紹介する
ことを目的に，ホームカミングデーのプログラムに組み込んでい
る。サークルやゼミの各地域における活動報告，熊本県人会の学生
有志による熊本地震写真展，防災・減災の意識向上を目的とした外
部講師によるダンボールトイレ作成ワークショップなどを実施し
た。

《本大学４キャンパスでの熊本地震写真展》
　首都圏でできる熊本地震被災地への支援活動の一環として実施。
写真を通じて被災地の現状を発信することで，来場者が復興支援活
動について考える機会を提供した。
　【駿河台キャンパス アカデミーコモン1階】
　　2016年11月７日（月）～11月14日（月）
　　2016年12月１日（木）～12月８日（木）
　【和泉キャンパス 図書館1階ギャラリー】
　　2017年１月20日（金）～２月３日（金）
　【生田キャンパス 中央校舎1階入り口付近】
　　2016年11月28日（月）～12月９日（金）
　【中野キャンパス １階正面入り口アトリウム付近】
　　2017年１月13日（金）～１月23日（月）
  　写真提供：熊本日日新聞社，本学教員

a



 2016年度 震災復興支援センター 自己点検・評価報告書

基準 ６ 学生支援

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

４）学生の活動内容の発信
　本センターのホームページに，学生から投稿があったボランティ
アの活動報告を掲載している。掲載後は，本センターのTwitterとも
連動させ，より多くの学生がホームページにアクセスするよう工夫
している。
　また，毎年12月に「東日本大震災復興支援活動報告会」を開催
し，サークルやゼミ，個人などの様々な形で活動している学生が自
身の活動報告を行う場を設けている。学生は自身の発表を通じて，
活動内容のふり返りを行うとともに，他の学生の発表を聴き，意見
交換を行うことで，自身の活動との比較や新たな情報を収集する機
会となっている。学生の発表は公開されており，教職員のほか，一
般の来場もある。2016年度は12月14日（水）に開催され，7組の学生
が発表を行った。当日の様子は，本センターのホームページに公開
している。
　なお，震災復興支援ボランティアに取り組む学生が交流する機会
は，この活動報告会が主なものとなっているが，学生間の横のつな
がりをより強めるために，報告会の進め方を見直したり，学生が定
期的に集い，各自の活動内容について情報交換を行う場を設けるこ
との検討を進める必要がある。

　学生間の横のつなが
りをより強めることが
できる取り組みが必要
である。

　「震災復興支援活動
報告会」では，グルー
プワークの要素を強
め，学生同士のコミュ
ニケーションが積極的
に行われるよう工夫す
る。
　基準６の「発展計
画」で述べたボラン
ティア体験ツアーに参
加した学生や熊本県人
会の学生などが，はじ
めて復興支援ボラン
ティアに取り組む際
は，ボランティア経験
豊富な学生とのミー
ティングを設け，活動
のノウハウを共有でき
るようにする。

　各地域で行われる
個々の活動を有機的に
つなげ，学生間のネッ
トワークを強化する行
事を企画したり，仕組
みをつくる。

a



 2016年度 震災復興支援センター 自己点検・評価報告書

基準 ８ 社会連携・社会貢献

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（２）教育研究の成果を適切に社会に還元しているか

a ○東日本大震災後の復興支援
※建学の精神との関係に触れつつ，総予
算，イベント，一般学生へ参加者数（授業
やボランティア学生，イベント参加等），
学内外への波及効果等も含め，もう少し広
がりや成果まで含めて説明してください。
根拠資料を検討してください。
※加えて，受講者アンケートや外部評価委
員会による評価など検証の仕組みがあれば
追記してください。根拠資料を検討くださ
い。

１）教育研究の成果を被災地に還元した取り組み
　明治大学震災復興支援センター規程第1条の設置趣旨および第2条
の目的に基づき，学内の各部門と連携し，学生・教職員によるオー
ル明治の復興支援活動を推進してきた。特に，本学と震災復興に関
する協定を締結した福島県新地町，宮城県気仙沼市，岩手県大船渡
市での事業のほか，熊本地震の被災地支援を目的とした事業につい
ては，本センターがその活動を支援してきた。2016年度の実績は次
のとおりである。
（ア）福島県新地町
　①デイキャンプ開催
　　体育会ローバースカウト部が，現地の児童を対象としてデイ
キャンプを開催。参加実績は，８月７日が37名，８月８日が34名と
なっている。
　②新地町図書館支援
　　本学の司書課程の学生５名が，図書館業務のサポートを行うと
ともに，来場者向けの「クイズ問題」考案や「明大生おすすめの一
冊」のポップづくりなど，大学生ならではの視点を活かした来場者
を楽しませるための取り組みを行った。
　③学生公認サークルによる学習支援
　　学部間共通総合講座「東日本大震災復興・活性化支援ボラン
ティア」の受講をきっかけに，福島県新地町の復興支援に関心を
持った学生有志が同町の継続的な支援を行うために公認サークル
「しんちーむ」を立ち上げた。このサークルに所属する学生が，現
地の児童を対象に鹿狼山ハイキングを行ったほか，小学５年生を対
象とした特別授業を行った。
（イ）宮城県気仙沼市
　①デイキャンプ開催
　　体育会ローバースカウト部が，現地の児童を対象として９月10
日にデイキャンプを開催。16名が参加した。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 震災復興支援センター 自己点検・評価報告書

基準 ８ 社会連携・社会貢献

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（ウ）岩手県大船渡市
　①学習支援・学童保育支援
　　ゼミナールの有志の活動として，そのゼミに所属する学生が中
心となって，現地の小学生から高校生までを対象とした学習支援お
よび学童保育を実施した。
　②地域活性化推進事業
　　ゼミナールの有志の活動として，そのゼミに所属する学生が，
市花である椿を活用した地域活性化事業に協力した。
　③教員によるセルフケア講習会
　　震災の影響による心身の不調を緩和させるために，身体論を専
門とする教員が，セルフケア講習会を現地で実施した。2016年度は
８回開催し，全110名の受講生が参加した。
（エ）熊本地震の被災地支援
　①益城町立木山中学校において，教育支援事業として折紙工学
「夢講義」を開講
　　中学生を対象として実施。萩原一郎 研究・知財戦略機構特任教
授が「ものづくりに新しい価値を創造する計算科学＆折紙工学」と
題し講義を行い，実習を交えながら折紙工学の仕組みや不思議を解
説した。
　②校友会熊本県支部とマンドリン倶楽部による演奏会開催
　　2017年３月５日に上益城郡益城町，３月７日に阿蘇市におい
て，被災者を招待した無料の特別演奏会を開催し，計約1,400名が来
場した。

　以上のとおり，教員の研究成果や学生の学びの成果を被災地に還
元する取り組みを支援している。

２）協定自治体との協定更新と事業計画の策定
　福島県新地町（2012年1月26日協定締結），宮城県気仙沼市（2012
年５月18日協定締結），岩手県大船渡市（2012年４月23日協定締
結）との協定の有効期間は5年間となっており，それぞれ満了を迎え
たが，本大学に対しては引き続き支援の要請が寄せられていた。こ
の状況に鑑みて，本学は有効期間を2年間とした上で，各自治体との
協定を更新した。協定の更新にあたっては，新たに各年度の事業計
画を双方の協議により決定することを定めた。このことにより，被
災地のニーズにより即した支援が可能になった。また，本センター
が各地域で実施する事業について，学外から意見を聴取し，事業に
反映させることができる貴重な機会にもなっている。

　協定自治体とは，前
年度中に事業計画を策
定することになったこ
とに伴い，各地域の
ニーズにより即した支
援を行えるようになっ
た。

　2017年度末に各自治
体と協議し，2017年度
の事業のふり返りと
2018年度の事業計画を
策定する。

　各自治体と更新した
協定の有効期間は2年
間となっている。現
在，各地域の復興は着
実に進んでおり，今
日，本大学に寄せられ
ている支援の要請は震
災がもたらした地域の
課題解決や新しい町づ
くりを担う人材育成に
関することが多い。こ
のことから，今後は地
域連携推進センターと
の協働も検討した上
で，各自治体と協定期
間満了後の連携のあり
方を協議していく。



 2016年度 震災復興支援センター 自己点検・評価報告書

基準 ８ 社会連携・社会貢献

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください
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「効果が上がっている点」
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Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

３）熊本地震被災地への支援
　　本センターの規程を一部改正したことに伴い，熊本地震の被災
地支援を行うことになった。
　現地では，行政組織と熊本大学をはじめとした地元の大学等が連
携した復興支援活動が行われている。そのため，2016年度は上述の
「夢講義」および「マンドリン倶楽部の演奏会」を除いては，首都
圏で被災地の復興を考える機会を提供するために，ホームカミング
デーや各キャンパスにおいて，熊本出身の学生や熊本日日新聞社な
どの協力のもと，写真展を実施した。

　写真展の開催によ
り，被災地の現状を伝
え，復興支援に関心を
向けることができた。

　被災地の写真展など
を通じて，現地の復興
の様子を発信していく
ことで首都圏における
意識喚起を行う。ま
た，熊本県人会の学生
などが現地と連携して
取り組む活動を支援し
ていく。

　



 2016年度 震災復興支援センター 自己点検・評価報告書

基準 10 内部質保証

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表
していること
【約４００字】

　震災復興支援センター運営委員会において，実施している。
　自己点検・評価報告書を本学のホームページに公開している。
　各事業報告を随時，本センターのホームページに掲出し，
  アーカイブとしての情報の蓄積と発信に努めている。

（３）内部質保証システムを適切に機能させているか
・自己点検・評価の結果が改革・改善につ
ながっていること
・学外者の意見を取り入れていること
・ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃｈｅ
ｃｋ（点検・評価）およびＡｃｔｉｏｎ
（改善）の具体的内容・工夫

１）検証と改善の仕組み
　自己点検・評価の結果を次年度の「教育・研究に関する年度計画
書」に反映し，改善・改革につなげている。2015年度の自己点検・
評価の結果で確認した，基準１「東日本大震災以外の被災地支援に
対応するためのセンター規程改正」，基準６「特に新入生に対する
震災の記憶の風化防止とボランティア活動への参加促進」，基準６
「ボランティアセンターとの連携」，基準８「協定自治体間で生じ
る事業内容の差」については先述のとおり改善に努めることができ
た。
　また，各事業の実施にあたっては，センター長および副センター
長が兼務する社会連携機構スタッフ会で事業計画を策定し，震災復
興支援センター運営委員会でそれを審議している。事業実施後は，
社会連携機構スタッフ会で成果と課題の検証を行い，その後，震災
復興支援センター運営委員会において委員から意見を聴取してい
る。これらの意見は，次回以降の事業計画に活かされている。

　本センター運営委員
会において自己点検・
評価や各事業報告を行
うことで，見つかった
課題の改善に努めるこ
とができている。

　引き続き組織的な取
り組みを行っていく。

２）事業を効率的に行うためのタスクチーム
　事業の実施にあたっては，臨機応変かつ機動性を高めるために，
震災復興支援センター規程第11条に基づき，タスクチームを組織す
ることにしている。2016年度は，東日本大震災の被災地支援を中心
に活動するチームと熊本地震の被災地支援を中心に活動するチーム
の２つを組織している。

３）学外者からの意見聴取の仕組み
　協定自治体との協議において，本センターが各地域で実施する事
業について意見を聴取している。また，本センターが実施する行事
において来場者向けのアンケートを実施している。アンケート結果
は，震災復興支援センター運営委員会に報告している。

　協定自治体との事業
計画策定にあたり，協
議を行うことで，学外
からの意見を聴取し事
業に反映することがで
きている。

　2017年度末に各自治
体と協議し，2017年度
の事業のふり返りと
2018年度の事業計画を
策定する。

a

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画


